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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B201
ビッグデータ活用推進費 土木費 ビッグデータ活用推進費

なし 宣言項目   

分野施策 020411 交通安全対策の推進

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 8,000 8,000 8,000

前年額 0 0

平成31年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

道路橋
りょう
費

道路橋りょう
総務費

事 業
期 間

平成31年度～ 根 拠
法 令

　埼玉県の交通事故による死者数は、平成30年はワース
ト2位、平成30年も全国ワースト3位とワースト上位が続
いており、県管理道路のみならず、死亡事故の約4割を
占める市町村管理道路においても交通安全対策を実施す
ることが本県の交通事故抑止には必要である。
　このため、本県が誇るビッグデータを活用した道路交
通安全対策の取組を市町村へ波及させることが本県の交
通事故抑止にはより効率的、効果的である。
　そこで、交通安全対策に積極的に取組む市町との協働
で本県が誇るビッグデータを活用した交通安全対策のノ
ウハウや蓄積されたデータを活用して、市町管理道路の
交通安全対策を実施し、本県の交通事故抑止を図るもの
である。

（１）事業内容
　　　協定に基づき本田技研工業（株）から提供されるビッグデータの分析を行い、
　　市町の交通安全対策事業などの道路施策に活用する。

　　ア　ビッグデータの収集（ＨＯＮＤＡとの協定を活用）
　　イ　ビッグデータを活用した危険箇所の分析・抽出
　　　　（市町村が対策を実施するための危険箇所マップ等作成）
　　ウ　市町実施の対策箇所の効果検証　

（２）事業計画
　　平成31年度　　ビッグデータの分析とそれを活用した道路交通安全対策事業の実施（10市町）
　　　　　　　　　市町村が独自に取り組む仕組みづくり検討（～平成32年度）
　　平成32年度　　対策箇所の効果検証（10市町）
　　　　　　　　　市町村向け手引き、事例集の作成
　　　　　

（３）事業効果
　　　市町村が取組む道路交通安全対策の推進

（県10/10）

（１）事業に係る人件費　9,500千円×2人＝19,000千円
（２）組織の新設、改廃及び増員　なし

前年との
対比

― 県土整備部 B201 ―
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